





































































て み る と9) そ れ ら は以 下3 つ の カ テゴ リ ー に分 類 す るこ とが で き る[16] 。
レ1) イ ン タ フェ ー ス装 置 自体 の研 究 犬2)
人間 工 学 的 な側 面 か らの研 究3)
心 理 的 な側 面 か ら の研 究1)
に分 類 さ れ る研 究 は コ ン ピ ュ ー タ に与 え る情 報 を よ り簡 単 に表 現で き る
と共 に， よ り多 様 な メデ ィ ア を利 用で き， そし て 気 軽 に 利 用で き る よ う な方
向 に研 究が 進 め ら れ て きた 。 そ れ ら に は主 とし て， ① 記 号， 文 字 の 入 出 力 装
置, ② 位 置 を指 し示 す ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス, ③ 音 声 入出 力 装 置, ④ 画 像
入出 力装 置 な ど に関 す る研 究 が あ る。2)
に分類 さ れ る研 究 は操 作 性 能 や効 率 の向 上 を 目指 し た 研 究 と見 るこ とが
で き， 機 器 の 大 き さ や 位 置 関 係， 配 列 な どの 物 理 的 な項 目の 改 善 と共 に， 人
間 の 行 動特 性 や 生 理 的 変化 との 整 合 性 を 実現 す る方 法 に つ い て も研 究が 進 め
ら れて い る。 それ ら に は主 とし て，① 物 理 的 な操 作 性 能 ，② 情 報 の提 示 方法 ，
③利 用者 特 性 へ の対 応, ④ 耐 久性 能 の 向上 と保 守 の 簡 略 化, ⑤ 誤操 作 へ の対
応 な どの研 究 が あ る。 特 に， 近 年 で はデ ィ スプ レ イ技 術 と情 報 処 理 速 度 の向
上 に よる画 面 設 計 や操 作 誘 導 の方 法 や, 仮 想 現 実 手 法, 人工 知 能 技 術 を 用 い て
自然 な対 話 の 実 現 を 目指 した 研 究 な どが よ く取 り上 げ ら れ るよ う に なっ た10)。3)
に分 類 さ れ る研 究 は 個 人 の 嗜 好 や感 じ 方 の 相 違 ， 精 神 的 圧 迫 感 な どの人
間 の心 理 的特 性 との 整 合性 を 実現 す る研 究 と見 るこ とが で き る。 こ の よ う な
研 究 は問題 の 分 析 や 評 価 が難 しい た め， あ ま り工 学 的 な 研 究 が な さ れ て はい
ない の が現 状 と考 え ら れ る呪 考 え ら れ る主 な研 究 と し て は, ① 情 報 提 供 の メ
デ ィ ア選択 技 術 や， ② 情 報 環 境 構 築， ③ 利 用者 教 育 な ど が 挙 げ ら れ る。 しか
しこ こ れは技 術 的 な研 究 で は な く， その技 術 の利 用 者 及 び利 用 社 会 の 環境 整
備 に 関 す る研 究で あ る と も考 え ら れ る。
こ の よ う にユ ー ザ イン タ フェ ー スの 研 究 は大 き く3 つ の分 野 に分 け るこ と
が で きるが， こ れ ら は分 野 毎 に個 別 に評 価 で き る もの で な く， そ れ。ぞ れは相
互 に関 与 し て い る。例 えば，入力 に対 す る応 答 は0.3 秒以 内 が望 ま し い と言 わ
れ て い るが， 処 理 を 実 行 さ せ て い る と きは1 ～2 秒 あ っ て初 め て 処 理 を実 感
で き る[7] 。 し か も，応 答 時 間 が早 す ぎ る と思 考 時 間 が 短 く なっ て ，熟 練 者
で ぱ か えっ て ミ スが 増 大 す る結果 とな るこ とが あ る。 そし て， こ れ を実現 す
るに は応 答 速 度 の 早 い 処 理 技 術 や 装 置 の開 発 が 欠 か せ な い ので あ る。 また，
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シ ス テ ム 利 用 領 域 の 拡 大
イン タフ ェ ー ス技術 開発







・コ ンサ ル ティ ン グ
・ 開発 用シ ス テ ム開 発
供 給 者 側元 吐 上 ご
み
・開発 手 法 の標 準化
・人材 開発ご 育 成
・ パッ ケー ジ化













































































れていない。特 にこ れらの項 目 は， 情報処 理部門 な どの利 用者側 の専門家 自
身 がエ ンドユ ーザであった ときには, さほ ど問題 としては取 り上 げ られなかっ
た。 その理由 としてぱ， シ ステ ムの導 入 か ら， 開発，運 用，普 及， 保守 まで
全 て部署内部で対処で きたこ とと,部 員の情報処理 に対 す る利 用知識が高 かっ
たこ とが挙げ られる。 しかし， 近年 の情報化 の進 展 に伴 うエ ンドユ ーザ 層拡
大 に よっ て，利 用者の情報処理 リテ ラシのば らつ きや処 理内容が拡大，多様
























































操 作 の 簡 便性




















































（2） 手 作業 に よ る付 加 情 報 入 力 が 多 く， 現 場 作業 が 増 加 す る
（3） 環境 の 変 化 に合 わせ て現 場 で 必 要 な情 報 を簡 単 に 入 力 で き な い
（4） 集 計， 分 析 が バ ッ チ 処 理 で あ り， しか も処 理 に数 日か か る
（5） 利 用 方 法 の 教 育 が 円 滑 に な さ れず， シ ス テ ムを 活 用 で き る人 間 が 減 っ
てい る
（6） 出力 さ れ る情 報 の 精 度 が 悪 い
（7) 出 力情 報 を その ま ま報 告 書 に利 用で きな い
こ の情報 処 理 シ ステ ム は， で きた 当 初 に は ユ ーザ フ レ ン ド リ ーで あ っ た が
環 境 変化 に シ ス テ ム が 追 従 し て い か な かっ た た め， ユ ー ザ フ レ ン ド リ ーで は
な くな り，遂 に は利 用衰 退 へ と追 い 込 まれ て し まっ た と考 え ら れ る。 そこで ，
こ れ らの 理 由 を 図3 の分 類 項 目 に 照 ら して み る と表1 の よ う に分 析 で き る。
表IPOS システムの分析結果a.
現 状
開 発者 提供者 導入者 エンドユーザ
開 発 × × × ×
運 用 × × × ×
普 及 × × × △
保 守 △ △ △ △
b 。導入時
開発 者 提供者 導 入者 エンドユ ザー
開 発 ○ ○ ○ ○
運 用 ○ △ ○ ○
普 及 △ △ ○ ○
保 守 ○ ○ ○ O
○：考慮，対処 △：一部対処 ×：未対 処

































表2 電 子 メ ー ル シ ス テ ム の 分 析 結 果
a。導入者側
導入者 エンドユ ザー
開 発 ○ ○
普 及 ○ ○
運 用 ○ △
保 守 ○ ○
○ ：考慮，対処
b 。一般利用者側
導 入者 エンドユ ザー
開 発 △ △
普 及 ○ ×
運 用 ○ ×
















































報の見方が刺激されたからであ るといえる。この面 を強調し過ぎるあ まり，「情
報システムは，コンピュータの応用」のひとつ として見る人が多い［1 ］。この
点については最近ようやく議論され始め（2,3], 国際的 な学会 や研究論文誌が
できている。2
）人間の周囲には環境があり， そこから得られた情報 に反応したり，行動したり
している。しかし，その人間自身 も他の人間にとっ ては環境の一部 となってい
る［5 ］。
ユーザフレンドリーな情報処理システムの設計視点に関する一考察1553
）狭 い意味で の情報処 理シ ステム［1 ］。本論文で は本来 の情 報 シ ステム と区別 す
るため，以 降で この狭 い意味を指 す場合 は情報処 理 シス テ ム と記 す。4
） その システ ムが導入 さ れる人間組織 のあ り方や，利 用者 の技 能や知識，モ ラル
の育成， 利 用方法 などの組織的 な対 応が 考 えられる。5)
文献［6 ］による とマンマ シン インタフェ ー スにお いて， 機械 側が利用者側 に
対 して用 意 してい るハード ウェ ア， ソフト ウェ アのこ とを指 す とあ る。6
） 文献[6 ］ による とユ ーザ フレ ンドn で あ る とい うこ とは，機 器な どが利 用
者 に とっ て利 用 しやすいこ とで あ る。 それは使 いや すさや操 作性の良 さ，機 器
への親 しみや すさな どの感覚的 な概 念であ り，ユ ーザ イン タフェ ー スのよさI
同義 に利 用 さ れてい る。7
）研 究の内 容 につ い ては， 文献 ［7 ］な どに紹 介さ れてい る。研 究への関心は，
学会論文 誌[8,9,10 ］ などに投稿 さ れた論文 数か ら知 るこ とがで きる。8
） その理由 につ いては文献［11,14 ］を参照。情報 シ ステ ムに関 す る研究の動向は，MIS
に限定 さ れてはい るが， 文献［15] に述 べ られてい る。9
］ この研究動向 の うち主要 な ものは文献 □ ］ に挙 げ ら れて い る。10
） 学会論文誌 ［8,9,10 ］ に投稿 されたこの研 究分野 への論 文数 か ら もわかる。11
） 文献[7 ］に もここ に分類 されるよ うな研究 の重要性 につ いては簡単 に触れて
はいるが， それに類 す るような研究事例 につ いて はアン ケー ト手法 な どしか挙
げ られていない。12
）先 に述べ た広 い意味で の情報 シ ステムを指 してい る。13
） 利用基盤 とは利 用者組織 が利用 して きた技術 基盤 とその理解 度，利用技能，利
用 インセン ティブ な ど利用者組織 が技 術 を利 用 す るための知識，技能 などの基
盤 を示 してい る［14 ］。14
） 情報 シ ステ ムによっ て人間 組織 構 造や そこで の活動 が どの ような影響 を受 け，
変化す るかについ ては， 文献 ［18,19,20 ］ な どで議 論 さ れて い る。15
） この分類 方法 は，利 用基盤 の違 い によ るユーザ インタ フェ ー ス構 築 に必要な事
項 として文献[14 ］に述べ られてい るが， ユ ーザ フレ ンド リー な情報 シ ステム
には良 いユ ーザ インタ フェ ー スが必須であ り， そこ に述 べ ら れてい る分類法 を
そのま ま当 ては めるこ とがで きる。16
） このこ とが逆 にユ ーザ フレンド リー な情報 シ ステムの構築 を望 む声 となっ てい
る ともい える。 また，この ような観 点の もとに通産 省で は,1988 年度 よ り6 ヶ
年計画で，一 般国民 が自由 に情報 関連機 器 を扱 うこ とがで きるよ うなユ ーザ フ
レ ンド リーな情報 処理 環境 基盤 （高度 なユ ーザ イン タ フェ ー ス）を開発 するこ
とを目的 として,FRIEND21 とい うプ ロジェ クト も実施 し てい る［21 ］。17








リキュラム案 からも窺うこ とがで きる［22,23 ］。19
）文献［11] にも述べられているように,i青報システムの成否は責任上や利用上，
運用上，経営上などに様々な問題をはらんでいるために その実態（特 に失敗事
例については）はほ とんど明らかで ない。 また，完全 に稼働しないことはご く
まれなために失敗 とぱ言い切 れないのも事実であ る。このような背景からあえ
て成功例，失敗例 との記述を避け，企業の実名を伏せている。
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